




The Situation and the Issues of the Profit Home-Makers Services in Japan 


































































機関 定以義上|! 現 状 平成2平成12
富士経済 60歳 33(昭55) 67 143 I 
厚生省(ケース1) 60歳以上 20(昭59) 37 90 
(ケースn)60宙実以上 23 (昭59) 43 11 
三菱総合研究所 5歳以上計 28 (昭58) 49 
5 -59歳 ll(昭58) 18.5 
60 -64歳 6 (昭58) 12.5 
65歳以上 11(昭58) 18 
朝 日 生命 60歳以上 23 (昭58) 52 146 






































表 2 シルパ ーサ ービスの類型
大分頬 小分類 健康増進施設 .フィットネスタフプ
①住宅関連サービス 休養施設 -健康センタ ー



























































































































































しかし，社長が商社マンからの脱サラであるB社を除 利用料金は， B， Eの2:t土は会員システムをとってお
表3 各社の設立年月・設立理由 ・サービス内容 ・サービスの利用料金
名称 設立年月 設 立 璽呈 由 サービスの内容 サービスの利用料金
A社 昭和61年 10年間福祉事業団で活躍していた仲 〈義本サー ビス〉 安心プラン 月10.000円
10月 聞が集まり、ノー マライゼーν雪ン 世安心プラン 月間総合プラン
の理念に基づき全ての人が在宅で生 ワー カー または宥護婦による月 l回以上 レギ旦ラー 型 月40.00円
活できるという目的で設立した。 の訪問 ワイド型 月55.000円
貴月間総合プラン ビッグ型 月65.000円
レギュラー 型ー 月ー20時間 看護専用サー ピス
ワイド1'1............月30時間 1時間 3.000Pl 
ピyグ型“い 月40時間 {サ添いサー ビス
188時間昼間 15.000円
B社 昭和59年 祖母が寝たきりの状態にな勺た際、 看護サービス 』基本料l回 2.500Pl 
在宅看護をしてくれる企業がなかっ 建前皇室後サー ビス 〈宥護サー ビス〉
た。在宅ケアサー ピスの需主主がある その他のサー ビス 看護料l時間 1.200円
と思いこの事業を始めた。 -巡回入浴サー ビス 介護料1時間 1.00円
-自宅の風呂場での入硲介護 〈ヘルプサ ビース〉





C社 昭和60年 要介護老人の噌加、施設介護の必要、 介護、看護 入会金 5.000円
8月 在宅生活を望む老人の増加、家庭に 家事 サー ビス 1 時間 1.500円
おける介護委員の不足、 年金制度の 生活、身上にIl!lする相談 交通費実質は使用者負担
充実等の理由により、在宅ケアサー 介護、介護用品の斡旋
ピスの必要があると考えたため。ま




D社 矧和w年 10年来幼児の保育サ ビースを行ってき 家事サービス へJレバー l時間 1.000円
たが近依老人に対しても福位のサー 家事、介護サー ビス 看護婦、保健婦等の有資格者派
ピスを行って欲しいとの要望が強いた 看護サービス 遺 1 時間 1.800円
め誼完ケアサー ビスを始めた。 介護用品の販売、幹旋
E社 介護、看護サー ビス 年会費 10.000円
3月 民:r"，在宅ケアサービスの必要性を考 家事サー ビス JIi本料金 1回 2.500円
え、サービスを始めた。 介護用品の販売、幹施 介護料 1時間 1.400円
宥護料 l時間 1.600円
表 4 介護人について
A ネ土 B 社 C 宇土 D 社 E 社
介護人の数 15人 20人 17人 ベビー シッ ター を含め80人 16人
介護人の雇用形態 社員5人パート10人 全員パート 全員パート 全員パート 正1士員2人パー ト14人
介護人の年齢、性別 平均35歳 ・女性 30-40歳代・女性 平均49.5歳・女性 40歳代・女性 30-50歳代・女性
研修制度の有無 有 有 有 無 有
(4 ) 
白津他民間介護人派遣の実態と課題 -421-







































































A 宇土 B 社 C 社 D 社 E 社
利用者の数 約30人 約20人 15人 約50人 16人(ベビー シッター を含め)
利用者の傾向 増加 増加 増加 上告 加 増加
l週間当りの派遣 最大 7日 (42時間)最大 7 I:l (56時間)最大 6白 α0時間)最大 5 I:l (30時間)最大 7日 (56時間)
日数(1人当り)
最小 1臼 (6時間)最小 2 I:l (16時間)最小 l日 (21時間)最小 1 I:l (6時間)巌小 l臼 (6時間)
平均2-3日α1時間)平均 4日 (32時間)平均2-3日(21時間)平均3-4日(21時間)平均2-3日(21時間)
lヶ月当りの利用 段高 15-25万円未満 最高 25-30万円以内 段高 15-25万円以内 最高 10-15万円未満
料金(1人当り)
妓低 3万円未満 段低 3万円未満 最低 3万円未満 最低 3万円未満 最低 3万円未満









今後の需要の見 需要は増加傾向にあ 需要はますます伸びるが、利用者の開拓 る。見通しは明るい。通し が今後の課題である。





























































































































%. i排尿の世話J63.9%. i話し相手J63.9%. i排
便の世話J60.7%. i洗濯J60.7%.そして「調理，後
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lカ月の平勾世帯収入は，関12に示しであるように， 図13のように，行政の利用おは 「老齢年金・，勘合」 カ~8.





























































































































































































































営 フ 人人 福 ン








































































個人的ケア 40 時 間
中間ケア 46 時 間
中間ケア E 64 時 間
ー
中間ケア E 98 日寺 間
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・社会栂祉協縫会が| いる | スホ憎が向上し易
実施 している他の卜 24時間の援助体制| い



























































































































































The purpose of this articlc is to c1arify the situations and th巴issuesof the profit hom巴makerss巴rvicesin Japan 
The researches are focused on both the profit homemaker agencies themselves and the service users of their agencies. 
From the research of the profit homcmaker agencies， we find that the characteristics of the agencies are al small 
enterprises and cannot get the so much interest from the homemaker s巴rvices. From the research results on the users 
of the profit agencies compared with the government-supplied homemaker users， the former are more rich， are lower 
ADL， and get higher quality and much more kinds of care services from the homemakers than the latter. The quality of 
the profit-services is higher than that of government-supplied services， but the profit services users are limited to the 
moneyed men， because the cost of the profit servICes is expensive 
From both researches， itis important that the gov巴rnmentsneed to purchase the homemaker services from the 
profit agencies and to supply the services to the needed-persons included the poor. 
( 17) 
